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開催趣旨 

日建連_曽根：2014 年

11 月の『施工 BIM の

スタイル  施工段階

における元請と専門

工事会社の連携手引き 2014』（以下、

『手引き』）発刊以降、施工 BIM に取

組む専門工事会社が増えてきました。 

施工 BIM の更なる展開や発展には、

専門工事会社の方々との意見交換等

を通じて現状を把握するとともに、

課題と苦労を共有し、それらの解決

に向けて連携することが必要不可欠

と考えています。 

専門工事会社 BIM 連携 WG では、

いままでにも鉄骨、設備、金属建具、

施工図等の専門工事会社の方たちが

一同に集まる情報交換会を 4 回開催

してきました。それらの記録は日建

連 HP に掲載されています。 

施工 BIM に取組まれている専門工

事会社が増えていることを踏まえ、

本年度は実践的、具体的な意見交換

を意図して、工種ごとに専門工事会

社に集まっていただき、意見交換を

する場を設けることとしました。そ

れにともない、会の名称を変更して

います。 

これまで昇降機設備メーカー、金

属製品製造会社、アルミ建具メーカ

ー、金属製建具メーカーの皆さんと

意見交換会を行ってきましたが、今

回は今年度の意見交換会の最後とし

て鉄骨ファブリケータ(以下、FAB）の

皆さんと開催する運びとなりました。

活発な意見交換を期待しています。 

今回の意見交換会は、元請から専

門工事会社への質疑から始めたいと

思います。 

日建連_染谷：使用し

ている鉄骨専用 CAD

を教えてください。

また、鉄骨専用 CAD

のオペレータの人数と教育の取り組

み、そして今後の増員計画について

教えてください。 

北二_北林：鉄骨専用

CAD とオペレータで

すが､｢Tekla Structures 

」が 3 台・オペレータ

は 2 名、「S/F REAL4」が 4 台・オペ

レータは 5 名です。オペレータを募

集していますが素養のある人がいな

いので、外国人の採用に力を入れて

います。中国から 1 名、ベトナムから

1名、ミャンマーから 3名を迎え入れ、

教育をすすめています。「 Tekla 

Structures」のデータ入力は主にミャ

ンマーの方で対応しています。 

日ファ_播磨：当社は

「KAP システム」の

開発・販売も行って

います。社員 10 名で

BIM 推進部を創設しました。増員に

ついて、中途採用を増やす等人事部

と調整中です。図面作成は外注して

おり、「実寸法師」という鉄骨専用

CAD を使用しています。 

鉄骨専用 CAD とオペレータ 
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山梨 _伊藤：「 S/F 

REAL4」を使用して

います。オペレータ

は 8 名ですが、工場

や他の管理者も使用するため、14 ラ

イセンス保有しています。2DCAD は

「図脳 RAPID」という機械系 CAD を

使用しています。地方のため、オペレ

ータの経験者は集まりません。そこ

で、男女・文系理系問わず募集したと

ころ意外と応募があったので、「立体

を切った時の断面形状を選択する」

等 3 次元の感覚を測る試験を課しま

した。このような 3 次元の感覚は FAB

の図面作成には必須です。 

カガヤ_山崎： 鉄骨

専用 CAD は「FAST 

Hybrid」を利用して

います。オペレータ

は外注が多く、個人の協力会社が 4、

5 社、社員 3～10 名以上の会社が 4、

5 社です。後者はミャンマー・ベトナ

ム・中国の方を使っています。近年、

鉄骨専用 CADでデータチェックがで

きるようになってきたので、2DCAD

の作業が減りました。そこで、社員の

鉄骨専用 CADのオペレータを増員す

るため、近隣に“作図業務”で募集し

ていますが、工場の作業環境を見て

敬遠される方が多いです。 

日 建 連 _ 染 谷：鉄骨専用 CAD と

2DCADとの使い分けについて教えて

ください。 

北二_北林：詳細図・単品図の作成ま

で鉄骨専用 CAD で行い、変更対応等

細かいところは 2DCAD を使用して

います。 

日ファ_播磨：BIM モデルまでは鉄骨専

用 CAD で仕上げ、図面は外注してい

ます。 

山梨_伊藤：本体鉄骨に加えて、下地

材、二次部材、仮設まで鉄骨専用 CAD

で入力します。鉄骨専用 CAD で出力

した図面のうち、原寸図はそのまま

利用できますが、元請に提出する図

面は文字が重なってしまう部分等を

2DCAD で修正します。 

カガヤ_山崎：鉄骨専用 CAD で一般

図レベルまで入力します。鉄骨専用

CAD で出力した図面は文字が重なっ

てしまうため、元請に提出する図面

は 2DCAD で修正しています。その時

点で BIM モデルと図面の 2 つのデー

タが併存することになります。一般

図が承認されたら単品詳細図を出力

しますが、ここでも文字の重なりを

2DCAD で修正するため、BIM モデル

と図面の作成は別々に進めます。大

きな変更があれば鉄骨専用 CADに戻

って修正しますが、そのようなこと

はほとんどありません。 

日建連_染谷：ロール発注や材料発注

等に際して、元請に提出する数量の

算出は、鉄骨専用CADで行いますか。 

FAB 各社：はい。 

 

日建連_平手：積算段

階で鉄骨専用 CAD

を活用する会社はあ

りますか。 

山梨_伊藤：積算段階では期間が限ら

れているため、早く行える手拾いで

やっています。 

カガヤ_山崎：当社も積算は手拾いで

す。モデリングや図面作成のオペレ

ータと、積算とでは、必要な職能が異

なります。 

日建連_染谷：物決めとモデル作成の

手戻りを防止するためには、どのタ

イミングでどこまで決まっていれば

よいですか。また、元請から FAB に、

どのように情報を伝達すればよいで

すか。 

カガヤ_川村：モデ

リングを開始する

段階で、小梁の詳細

位置がほしいです。

設計図面上は「10mのスパンを小梁で

3 等分」となっていても、鉄骨専用

CAD には 3333.3mm か 3333.4mm を

入力しなければなりません。ジョイ

ント寸法や梁の寄り等も、設計図面

に記載するか、その打合せを早めに

段取って頂きたいです。また、継ぎ手

は一覧表ではなく図面で頂きたいで

す。一覧表は他の物件のコピーをも

とに作られることが多く、ピッチや

柱筋の不整合の原因になります。そ

2DCAD との使い分け 

手戻り防止のための取組み 
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の確認と是正のための元請と FAB と

のやり取りは、互いに無駄な作業で

す。梁のスリーブに関しては、貫通可

能な範囲を設計図上に記載して頂け

ればと思います。それ以外の補強検

討については、一般図チェックの段

階でも良いと考えています。 

山梨_伊藤：最初に元請から構造モデ

ルを頂けるのであれば、通り芯・階

高・メンバー・スリーブの情報まで確

定してほしいです。通り芯・階高が確

定していれば社内の業務を省力化で

きます。メンバーが確定していれば

ロール発注ができます。スリーブが

確定していれば、縮み代を確認して

長さを確定できます。二次部材は、対

象の梁や大まかな位置が分かってい

れば、後の段階でも大丈夫です。下地

は検討を詰めてからで問題ないです。 

構造図として2Dデータで頂く場合

は、小梁・スリーブまで詳細に記載頂

くのは難しいだろうと思います。FAB

が起こした図面を元に、元請が小梁・

スリーブをチェックする、というフ

ローが定着しているからです。継ぎ

手については、基準を統一してもら

えれば、FAB 側の省力化と間違い防

止になります。現状は設計者ごとに

異なっており、会社（元請）ごとにで

も統一してほしいです。 

日ファ_播磨：2D データの場合は、質

疑を出す必要がないレベルの物を頂

けるのが理想です。具体的には、モデ

ルを作成したときに、小梁の寸法値

や軸組図と伏図の間に不整合が無け

れば良いと期待しています。施工

BIM を成功させるには、エレベータ

をはじめとした他の工種とも調整で

きるように、スタートの時点から全

ての専門工事会社が決まっているこ

とが条件だと思います。 

日ファ_若松：スリー

ブの位置は、それに

よって小梁位置・座

屈止め・板厚が変わ

ってくるため、元請主体で干渉チェ

ックを行って決めて頂きたいです。 

北二_北林：元請が作成した構造モデ

ルに FAB が詳細部分を入力する、と

いうフローが理想です。この場合、モ

デルが「正」である保証をつけて頂き

たいです。図面が「正」モデルは「副」

では、モデルを頂く意味が無くなり

ます。鉄骨専用 CAD によっては、外

壁や内装の下地等詳細の取り合いを、

早い段階から入力しないと進まない

ものがあります。検討図ではなく決

まった詳細図を頂くこと、決まって

いない部分はどこで、いつ決まるか

の管理が必要になります。 

日建連_吉田：一般

に、BIM の普及は従

来の役割分担の変

化を促すとも言わ

れています。今後、FAB の役割につい

て図面作成と鉄骨製作を分離して請

負う可能性はありますか。また、その

メリットとデメリットはなんですか。 

北二_北林：元請から図面を支給され

て鉄骨製作だけを請け負う場合、責

任の一貫性に問題があると思います。

支給される図面にはジョイント・ス

リーブ・ファスナーほか仮設等、鉄骨

製作に必要な情報が網羅されている

必要があります。また近年、元請の施

工図担当者は職員ではなく、派遣や

外注の方が多いことも課題です。元

請は鉄骨モデルを支給し、鉄骨製作

を請け負う FAB が図面化も行う。こ

の時支給する鉄骨モデルの作成にも

しかるべき FAB が関与する、という

方法が望ましいです。 

日ファ_若松：鉄骨製造に必要な図面

の作成と調整は、FAB のノウハウが

ないとできないと思います。また、現

状では、鉄骨製造を含めて図面作成

にも責任を負っています。BIM ツー

ルでの調整で図面作成に責任を負え

るのか、気になります。 

山梨_伊藤：鉄骨製造に関する施工図

業者の技術力が不足していたり、他

社 FAB が作成した図面は仕様の違い

がある等、支給された図面による鉄

骨製造はあまり上手くいきません。

ただし、互いの仕様を理解し合って

いる FAB 同士であれば上手くいきま

す。山梨県での事例では、幹事 FAB が

作成した鉄骨モデルを、鉄骨製作を

行う複数の FAB に、各 FAB の仕様設

定とともに配布して分業に成功しま

図面作成と鉄骨製作の分業 
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した。 

カガヤ_山崎：図面作成と鉄骨製造を

分離して請け負うと、繁忙の度合に

偏りがでる等、組織としてのバラン

スが崩れることを懸念します。図面

作成だけを請け負う場合は、材料発

注のメリットが見込めなくなります。

鉄骨製造だけを請け負う場合は、業

務の全体像が見えないため、製造上

の戦略が立てにくくなります。また、

図面作成の工程に遅れが生じないこ

とを保証していただく必要がありま

す。 

カガヤ_川村：着工後も設計変更によ

るモデルの修正が生じる状況では、

図面作成を請け負う会社も、鉄骨製

作を請け負う会社もメリットがない

と思います。 

カガヤ_山崎：構造設計の段階で、フ

ロントローディング的に FAB が図面

作成に協力することは可能だと思い

ます。ただし、設計変更が続くと付き

っきりではいられないですね。 

日建連_曽根：フロントローディング、

図面作成と鉄骨製作の分業、あるい

は図面支給等に関する元請の意見を

聞いてみましょう。 

日建連_友景：設計

施工案件について

元請の設計者は、大

事な部分を優先的

に決めてクライアントの了解を取り

付け、決まっていない部分を明確に

し、施工中の変更を少なくすること

が重要と考えます。 

日建連_室井：清水建

設の設計施工物件で

は、現場所長を設計

段階で任命し、調達

部門と連携して鉄骨 FAB と設備サブ

コンを内定して、鉄骨と設備の BIM

モデルを作成して、納まり調整と数

量把握をしています。施工性と工場

内生産性を考慮した設計図として事

業主と合意して、構造評定や確認申

請図に反映させます。鉄骨モデルは

梁の段差と寄り、ジョイント、ダイヤ

フラム、フランジ拡幅、火打材、方杖

材、スチフナ、デッキ受等まで表現し

て、設備との調整不足による構造評

定後や確認申請後の変更をなくそう

としています。鉄骨モデルは、原則と

して製作を担当する鉄骨 FAB の幹事

に作成していただきますが、設備等

鉄骨周辺との調整作業は当社の責任

のもとで BIM を活用しながら進めて

おります。 

日建連_染谷：将来的には、主架構へ

の影響が大きい外装や一部製作物の

検討を通じて梁の寄り・レベルやジ

ョイントの位置まで決めたモデルを

FAB に渡し、FAB では附帯鉄骨入力

と軽微な変更をお願いする役割分担

が理想だと考えています。ただし、人

材・組織ともにそこまで対応できて

おりません。また、フロントローディ

ングのために、作業所長の早期決定

を心掛けています。 

日建連_曽根：製造に近い図面の支給

は考えていません。大切なことは物

を決められる体制づくりです。FAB

と設備専門工事会社が早期に参画し

て、設計図が確定しないとその後の

変更に追従できません。決めるべき

ことの優先順位を見極めて進めよう

としています。 

日建連_金子：鉄骨で

はありませんが、プ

レキャストコンクリ

ートについては、工

場に対して図面支給する例がありま

す。これによって、工場が未定の段階

でも、鉄筋や仕上げの納まりを社内

で確定できるメリットがあります。 

日建連_吉田：鉄骨の早期決定に寄与

するならば、図面支給にチャレンジ

すべきだという意見はありますが、

システムの問題ではなく、段階的に

誰が？何を？どのような責任で決め

ていくか？という運用フローの方が

はるかに重要であると考えています。 

日建連_後藤：近年、

規模の大きい支店

では生産設計部門

を設け、設計段階か

ら工事に参加させていくように取り

組んでいます。また、子会社であるプ

レキャストコンクリート工場との人

材交流によって設計と生産を繋ぐ取

組みも行っています。 

元請のフロントローディング 
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日建連_曽根：皆さんからご意見・要

望等がありましたら伺いたいと思い

ます。 

日ファ_若松：鉄骨専用 CAD が元請

の設計者にとって使いやすいものに

なれば、元請の物決めも早くなると

思います。当社が販売している KAP

システムは、設計者に使って頂ける

ように開発を進めています。 

北二_北林：鉄骨に関しては施工図担

当を派遣に頼らず、責任ある元請の

職員の方にまとめて頂きたいです。

派遣の方は、変更点がミスに寄るも

のか追加によるものか、回答にとて

も時間が掛かります。また、途中で担

当者が替わることもあります。 

カガヤ_山崎：当社では、受注前や確

認申請前で詳細が未確定の段階でも、

納まりや搬入の問題解決策を提案す

るフロントローディング専門の部署

を設けしています。地下鉄骨および

地下の解体等がある案件では、すで

に配属されている元請の職員とこの

ような打合せを行っています。半分

ぐらいがそういった事例です。 

日建連_曽根：当 WG は『手引き』の

中で「BIM による調整会議」を提唱し

ていますが、実際に会議に参加され

た感想はいかがですか。 

山梨_三富： せっか

くの「BIM を活用し

た調整会議」ですが、

モデルの完成度が

低いと効果が少ないです。また、その

会議に判断できる人が参加していな

いと、干渉を確認するだけで、次の対

策は各自持ち帰り検討で終わってし

まいます。 

日ファ_若松：「BIM を活用した調整

会議」は干渉箇所の調整に有効です

が、修正期間が短すぎるとうまくい

きません。 

日建連_曽根：皆さんのご要望は、工

事を始めるにあたり、元請がマネジ

メントして専門工事会社間で調整で

きる機会をつくり、そこに責任を持

って図面や物決めができる職員を配

置すべきだ、ということですね。皆さ

んのお話から、元請としては、しっか

りと物決めができる体制を構築する

ことを優先にすべきだと感じました。

その方法のひとつとして、当 WG で

は「BIM モデル合意」を推奨していま

す。この点について FAB 各社は同意

いただけますか。 

FAB 一同：はい。 

日建連_曽根：今回は同業同士でした

が、今後意見交換してみたい他の工

種はありますか。 

北二_廣目：外壁・内

壁・金属パネル・プレ

キャストコンクリー

ト等、どこまで BIM

モデルで進んでいるのかを知りたい

です。海外で作図させて図面を仕上

げているという例も興味があります。 

日建連_曽根：今後、意見交換会は、

開催方法を進化させ、続けていきた

いと考えています。今回、施工 BIM を

推進するにあたりとても考えさせら

れる意見を多く頂きました。施工

BIM を推進するには、鉄骨工事はと

ても重要な工種のひとつになります。

今回のご意見は元請の社内でも積極

的に展開すべきだと思います。 

日建連 BIM 連携 WG では『手引き』

をブラッシュアップし、『施工 BIM の

スタイル 2020』をまとめる予定です。

その過程で皆様のご協力を頂くこと

があると思いますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

本日は長時間ありがとうございま

した。 

（2017 年 9 月 27 日 日建連会議室にて） 
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